
材料

　ごみとして捨てずに

分けて集めて、新しい製品

に生まれ変わらせること。

　ごみになる物を買わない、

もらわない、最後まで大事

に使うなど、ごみの発生を

もとからへらすこと。 　すぐごみになって

しまう物はもらわず

に断ること。

す

★ごみを減らす3つのRの意味を正しく理解し、その順番の大切さについて考えさせてください。
●循環型社会形成推進基本法では、循環型社会の形成にあたって、発生抑制、再使用、再生利用・熱回収、適正処分の順で優先順位が定められ
　ています。

★私たちの生活のあらゆる場面でごみを減量する工夫ができることを気付かせてください。
●ごみ減量をさらに進めるために、リデュース・リユースに重点を置いた啓発・広報を行っています。
●リデュースの中でも一度使うだけでごみとなるようなものを断るリフューズの取り組みが、プラスチックごみの抑制やごみ減量につながっていきます。
　プラスチックごみについては、30ページにも書いてあります。

（ごみを発生させない！）

じゅん ばん

リサイクルにはお金も
エネルギーもかかってしまうから、
まずはリデュースとリユースで、
なるべくごみを出さないように
することが大切なんだよ！

取り組む順番にも
ちゃんと意味が
あるんだね！

自分の水とうや




